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寄与はそれぞれの ドロブレットの独立な寄与の和 となる｡(独立 ドロブレット
の仮定)(2)主に寄与するドロブレットは､その中心が注目しているスピンの
あた りにあり､C(りへの寄与は消滅 したときに終る｡ (3)変形効果は､ ドロ














で記述される｡ 6 ここで､γ⊥は界面に垂直方向の界面の動 く速さ､rは運動係
数､Kは界面の局所曲率である｡ 記号 tは時間､Sは界面に沿った自然座表で
ある. Eは界面に働 くランダムカで､ガウス型の白色雑音で近似 し､相関は､
















































が得 られ､7-(i)の相関は xの 1次までで
･,7(i)#),-2芸 6(i-t,) (15)






で定義 される x と,7のフーリエ変換で表す｡71n(i)の相関は
'瀞 ),,n(i,)'-2竺 6(i-I,)6n,n27Tq
で与えられる｡ すると､運動方程式は､

































速Llということに注目して､ 式 (20)では roを定数 とみなし､式 (19)では､
ama_m をその平均<ama_".,>で置き換えて両式を分離する｡
その結果
r｡=l fト ∑(Tn2- 1)<Ia,nl2,)+ro 7n
1 .,, 1 1 1 T
<la,nI2 >- 三
2 11'bI, 2m2- 1roq27r
(25)
(26)
を得る｡ 式 (26)を式 (25)に代入 し､格子定数を aとすると表面変形モー ド
の数は27Tro/aとなることを考慮すると､式 (25)は
















のように差分化する｡ ここで､si-iL/N及び N - iL/a)で､aは長さの




a (△xli)2+(△yi)2 ' (30)
･xli-芸(xi.1- ali-1),△2ali-Xi.1+a･i-1-2xli,etC･ (31)







































で初期半径 R.を変えたときの ドロブレットの生 き残 り確率 Pが､実線で示
されている｡この計算では､ドロブレットはその面積が7ra2より小さくなった
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Tl/2
ある｡ (2)漸近領域の傾きは､ ドロブレットの初期半径によらない｡ 即ち､
CはR｡によらない｡どちらも､円形 ドロブレット模型の特徴 と全 く同じであ






















ぎて､しばしlギ界面が自分自身 と交 差 してしまうためと思われる｡ (図 7)こ
の温度領域では､界面模型の有効性自体 も疑わしく､また､分点を再定義す
る手順に旦あいまいさが生ずるQ 実際､ ドロブレットの運動はこの温度領域
では分点をどのように内挿 したかに依存 して しまう｡
図 8に､上のシミュレーションによって決められたr脚 の温度依存性を､
式 (28)のrcf/とともに示 した. 両者の一致はそんなに悪 くはないが､差は

















有効運動係数r脚 について､少 しコメントを加える｡ 式 (24)と(27)で時
間スケールをT … Ilefftのようにすると､
孟 ro-三 +欝 (39)
･(.･(T)uT,),-2芸 6(T-T,), α- rc〝/r･ (40)
となる｡ 式 (40)の形を見ると､表面張力がα倍だけ､界面の揺らぎで小さく
なったと解釈できる｡ しかしながら､このような動的な方法によって定義さ
れた有効表面張力qeJf-αUと熱力学的表面張力 との関係は､自明ではない｡
結論 として､ ドロブレットの界面模型が有効であるパラメータ領域では､
ドロブレットの生き残 り確率に変形効果は重要な役割を果たさず､スピン自
己相関関数を計算するのに用いられた球形 ドロブレットの仮定は､悪 くはな
いようである｡
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